
当
該
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
所
に
お

い
て
、
労
働
保
険
料
（
労
働
保
険
の
保
険
料

の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年

法
律
第
八
十
四
号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定

す
る
労
働
保
険
料
を
い
う
。）の
納
付
が
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す

る
こ
と
。

職
員
の
任
用
の
際
に
お
け
る
職
責
又
は

職
務
内
容
等
の
要
件
（
職
員
の
賃
金
に
関

す
る
も
の
を
含
む
。）を
定
め
て
い
る
こ

と
。

の
要
件
に
つ
い
て
書
面
を
も
っ
て
作

成
し
、
全
て
の
職
員
に
周
知
し
て
い
る
こ

と
。職

員
の
資
質
の
向
上
の
支
援
に
関
す
る

計
画
を
策
定
し
、
当
該
計
画
に
係
る
研
修

の
実
施
又
は
研
修
の
機
会
を
確
保
し
て
い

る
こ
と
。

に
つ
い
て
、
全
て
の
職
員
に
周
知
し

て
い
る
こ
と
。

の
届
出
に
係
る
計
画
の
期
間
中
に
実
施

す
る
当
該
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
所
の

職
員
の
処
遇
改
善
の
内
容
（
賃
金
改
善
に
関

す
る
も
の
を
除
く
。）及
び
当
該
指
定
障
害
児

相
談
支
援
事
業
所
の
職
員
の
処
遇
改
善
に
要

す
る
費
用
の
見
込
額
を
全
て
の
職
員
に
周
知

し
て
い
る
こ
と
。

ロ

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る

こ
と
。次

に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す

る
こ
と
。

イ
の

の
福
祉
・
介
護
職
員
等
処
遇
改

善
計
画
書
に
お
い
て
、
情
報
端
末
の
導
入

等
の
生
産
性
向
上
に
係
る
取
組
を
行
っ
て

い
る
こ
と
。

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

四
十
五
号
）
第
百
二
十
八
条
第
一
号
イ
に

規
定
す
る
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
に
所

属
し
て
い
る
こ
と
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
及
び
基
準

該
当
通
所
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す

る
基
準
別
表
障
害
児
通
所
給
付
費
等
単
位
数
表
第
１

の
１
の
児
童
発
達
支
援
給
付
費
の
注
12
、
第
３
の
１

の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
注
11
、
第
４

の
１
の
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
給
付
費
の
注
４

及
び
同
表
第
５
の
１
の
保
育
所
等
訪
問
支
援
給
付
費

の
注
３
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る

地
域
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
地
域

と
す
る
。

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
及
び
基
準

該
当
通
所
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す

る
基
準
別
表
障
害
児
通
所
給
付
費
等
単
位
数
表
第
４

の
１
の
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
給
付
費
の
注
４

及
び
同
表
第
５
の
１
の
保
育
所
等
訪
問
支
援
給
付
費

の
注
３
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る

地
域
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
地
域

と
す
る
。

﹇
一
〜
十

略
﹈

﹇
一
〜
十

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

当
該
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
等
が
仮

に
福
祉
・
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
を
算

定
し
た
場
合
に
算
定
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
額
の
二
分
の
一
以
上
を
基
本
給
又
は
決

ま
っ
て
毎
月
支
払
わ
れ
る
手
当
に
充
て
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

そ

の

他

告

示

令和年月日 金曜日 第号官 報

〇
こ
ど
も
家
庭
庁
告
示
第
十
一
号

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
及
び
基
準
該
当
通
所
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平

成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
及
び
基

準
該
当
通
所
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
に
基
づ
き
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る
地
域
（
平
成

二
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、令
和
八
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
四
日

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

渡
辺
由
美
子

〇
内
閣
府
告
示
第
六
十
八
号

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の
振
興
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
潟
県
知
事
か
ら
申
出
の
あ
っ
た
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
に
つ
い
て
、
令
和
八
年
四
月

二
十
三
日
付
け
を
も
っ
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

一

原
子
力
発
電
施
設
等

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
原
子
力
発
電
施
設

二

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域

長
岡
市
、
柏
崎
市
、
小
千
谷
市
、
十
日
町
市
、
見
附
市
、
燕
市
、
上
越
市
、
出
雲
崎
町
及
び
刈
羽
村


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